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平塚のだるま作り



　東八幡にある荒井だるま屋の静かな工房。荒井星冠（せいかん）さんと息子の瑠門（るもん）さんが、だるまと向き合います。目の輝きや耳の形などが少しずつ異なり、似ているようで二つと同じものがない手作りのだるま。いずれも自らの手で生み出してきた作品です。

　今号では、明治時代から続く、平塚のだるま作りを紹介します。

　詳しくは次ページへ。




[image: 受け継がれてきた、だるま作りの伝統]

　皆さんは、平塚のだるまを手に取って見たことがありますか？

　神奈川県内で唯一、伝統的なだるまが作られている平塚。受け継がれてきた相州だるまの伝統を、3軒の職人が守っています。



本家長嶋達磨（ながしまだるま）店
四之宮5-6-11　電話：0463-55-2829



伝統技法による色

　5代目の長嶋成行（しげゆき）さんが、素早くはけを動かして、白いだるまを、あっという間にピンク色に塗り上げます（次写真②）。塗りの工程の最初にあたる、下塗りです。一般に、多くのだるまがラッカーで効率的に塗装されています。しかし成行さんは、昔ながらの技法にこだわって、獣の骨や皮を煮て固めた、にかわと赤い顔料を混ぜ合わせて、だるまを塗ります。現在では、にかわを使ってだるまを塗るのは、全国でも珍しくなってしまいました。それでも、にかわを使い続けるのは「だるま本来の素朴な色合いや質感が出せるからね。また、ひげや金模様が描きやすくなって、きれいなだるまが作れるよ」と成行さんは説明します。

　にかわは常温では固まってしまうため、湯せんで温めながら使います。気温などによって混ぜ合わせる分量を調整しなければならない、扱いにくい材料です。
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①下塗り前のだるま。機械で成型され、表面はざらざらしています②下塗りでは、貝殻を砕いて粉末にした胡粉（ごふん）と、シルクスカーレットという赤い顔料を熱湯で溶かし、にかわと混ぜ合わせて、はけで塗ります③上塗りは、にかわにシルクスカーレットを混ぜて塗ります。その日の気温に合わせて寒い日は薄く、暖かい日には厚く塗ります④顔塗りは、にかわと胡粉を混ぜて白く塗ります。一連の塗りの作業が終わると、だるまの表面は滑らかになります⑤目の回りをオレンジ色に塗り、口を描きます。その後、目を白く塗り、ひげを描きます。相州だるまのひげは、細い線で丁寧に描きます⑥金色の塗料でだるまの周囲に模様を描き、金粉で目の周りを縁取ります。最後に腹部に文字を入れれば完成です。



職人技の見せ所

　昔は木型を使い、和紙を張り合わせてだるまの形を作っていました。しかし30年ほど前から、機械でだるまを成型することが主流になりました。本家長嶋達磨店でも一部のだるまを除いて、成型された白いだるまを仕入れ、塗る工程から始めています。

　だるまの塗りは、下塗り・上塗り・顔塗りと三つの工程に分けられます。この塗りの作業の中でも、特にだるまの顔を白く塗る、顔塗りに神経を使います。にかわを使っているため、塗りむらができやすく、失敗が目立ちやすいからです。その後のひげ描きなどに影響する顔塗りは、だるま全体の出来を左右する作業です。「少ない回数で均一に塗り延ばすのがこつ」と成行さんは話します。




道具を思い通りに

　だるまを赤く塗るはけやひげを描く筆などは、だるま作りには欠かせない道具。昔からのなじみの筆職人に特注で作ってもらっています。

　「重要なのは道具を使いこなすことだね。道具の特性を十分に知ることで、思い通りの仕上がりになるよ」と話す成行さん。だるま作りの裏には、多くの職人の技が生かされています。




飾る人のために

　成行さんは、小学生のころからだるま作りを手伝うようになり、すでに約40年がたちました。現在では、弟の史朗さん、母の正子さんと家族3人が協力して、1年間におよそ1万個のだるまを作っています。

　だるまは願いを込めて家の中に飾ってこそ、その意味をなします。だから成行さんは「少しでもきれいなだるまをお客さんに届けたいですね。手間がかかっても、その手間を惜しむことなく、飾ってくれる人が喜んでくれるだるまを作りたい」と熱く語ります。



荒井だるま屋
東八幡4-11-22　電話：0463-21-6096



自分が行動を

　「だるま屋を継ぐつもりはなかったけど、伝統技術が廃れていくのを目の当たりにして、居ても立ってもいられなくなった」と話す、荒井だるま屋4代目の荒井星冠（せいかん）さん（次写真）。「自分が何とかしなくては、という使命感に突き動かされました」とだるま作りを継いだ当時を振り返ります。
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干支（えと）だるまの誕生

　だるま作りを継ぐからには伝統を受け継ぎつつも、自分らしいだるまを作りたい。そうした思いで平成16年の申（さる）年から始めたのが、干支を模した干支だるまです。多くの新聞やテレビで紹介され、今では全国から注文が入るようになりました。

　干支だるまは、伝統的なだるまに和紙を継ぎ足すことで、特徴的な形を作っています。元がだるまなので、倒しても起き上がります。

　また、和紙の風合いをあえて残しています。経年変化による色あせが目立ちにくく、全ての干支だるまをそろえても、風合いに差が出にくいのが特徴です。再来年の未（ひつじ）年の干支だるまで、十二支がそろいます。それでも「途中から集めている方もいるので、これからも新作を作り続けていきたいですね」と星冠さんの創作意欲は尽きません。

[image: 干支だるま]

新作　午（うま）の干支だるま




圧巻の創作だるま

　工房にはネコやキツネなどの動物や、鉄道や飛行機などの乗り物を模した創作だるまが、ずらりと並んでいます。同じ動物をモチーフにした創作だるまでも、実物に似せたものから、かわいらしくアレンジしたものまであります。創作だるまは、お客さんの要望を聞くうちに増えていきました。大きなだるまを飾る家庭は少なくなりましたが、創作だるまは縁起物のだるまとしてだけでなく、インテリアにも最適です。




商業まつりで好評

　新作の干支だるまは、11月4日に中心商店街で開かれた商業まつりでも販売しました（次写真）。新作を心待ちにしていたお客さんが次々と手に取り、気に入った干支だるまを買い求めていました。

　「大手百貨店からも販売させてほしいという打診がありました。でも直接販売にこだわっているので、お断りしています。自分が作っただるまを自分の手で販売しているので、お客さんの反応を直接、見られるのがいいですね。『受験に成功した』『子どもを授かった』などと聞くと素直にうれしいです」と星冠さんは顔をほころばせます。
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平塚を代表する名産品


　本家長嶋達磨店と荒井だるま屋の「相州だるま」や、荒井だるま屋の「干支だるま」は、湘南ひらつか名産品に選ばれています。湘南ひらつか名産品は、平塚を代表する工芸品や食品加工品など35品です。学識経験者や各産業の関係者らにより構成された「湘南ひらつか名産品選定委員会」が、5年ごとに選定し、市が認定しています。

　昭和60年に名産品制度が創設された時に、だるまが名産品に準じる推奨品に選ばれました。それ以降、見直しごとに推奨品に、平成20年4月以降は名産品に認定されています。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758



長嶋福ダルマ物産
宮松町16-3　電話：0463-23-7087
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長嶋福ダルマ物産の工房では、ひげや金模様を描く工程ごとに作業を細分化し、ベテランの担当者が筆を動かします



体が覚えてる

　「ひげや金模様を描くときは今でも1番緊張するね」と話す長嶋隆夫さん（次写真）。だるまを作って60年。筆を手に取ると自然と体が動く大ベテランです。

　長嶋福ダルマ物産は、本家長嶋達磨店から独立する形で、昭和5年に創業しました。現在は2代目の隆夫さんら5人が、1年間に1万数千個のだるまを作っています。隆夫さんは「模様が、きちんと左右対称になるように丁寧な仕事を心掛けているよ」と力を込めます。
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人を幸せに

　年末年始は、市内外のだるま市に出向いて、だるまを販売しています。

　「だるまは縁起物だから、子どもの成長や運気の増大になぞらえて、毎年一回りずつ大きいだるまを薦めているよ。でも、今はだるまを飾る家が少なくてね」と隆夫さんは話します。「それでも毎年、だるまを待ってくれている人がいるから頑張って作らないとね」と笑顔を見せます。



相州だるまの成り立ち


　平塚を代表する伝統工芸品の相州だるま。その歴史を市博物館の浜野達也学芸員に聞きました。



　相州だるまは、群馬県高崎市の高崎だるまがルーツです。明治時代に東京都多摩地方を経由して、大野村四之宮（現在の平塚市四之宮）へ伝わりました。最盛期の昭和30年代には県内で10軒以上がだるまを作り、そのうち5軒が市内にありました。しかし、昭和50～60年代になると、後継者不足などから廃業が相次ぎました。現在では県内でだるまを作るのは市内に残る3軒だけになってしまいました。それぞれの職人が、伝統の相州だるまを作り続けています。




◎ 必見！ 豪華な金模様

　相州だるまは、高崎だるまとの共通点もありますが、細かい部分に違いが見られます。

　相州だるまは、ひげや金模様を丁寧に描き、まぶたには金箔（きんぱく）を貼ります。特に、波線や渦巻き模様がいくつも描かれる外周の金模様は、関東のだるまで最も華やかと言われています。また金目（きんめ）だるま（次写真）を作ることも特徴として挙げられます。金目だるまは、金色の真ちゅう板を目に貼り付け、ひげを筆で描く代わりに毛を付けます。下に垂れるほど長いひげを付けるのは全国的に大変珍しく、相州だるま最大の特徴です。
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◎ 年末の風物詩 歳の市

　12月末に市内各所で歳の市が開かれ、正月用品などと一緒に相州だるま（500円から）や干支だるま（2500円）が販売されます。歳の市の歴史は古く、江戸時代に書かれた「新編相模国風土記稿」には、すでに平塚八幡宮（浅間町1-6）で歳の市が開かれていた記述があります。

　12月23日（祝）、三島神社（夕陽ケ丘60-27）。

　25日（水）、平塚八幡宮。

　26日（木）、八坂神社（田村8-21-30）。

　30日（月）、大久保公園（諏訪町）など。




◎ 博物館でも展示しています

　相州だるまに関する資料は、博物館でも収集しています。平成26年1月26日（日）まで、2階情報コーナーで相州だるまや、制作で使う道具など、貴重な所蔵品を展示します。

問：博物館　電話：0463-33-5111




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、12月24日（火）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


後期市民大学講座・市民アカデミー


　中央公民館。高校生を除く18歳以上の方。300円。抽選（市内在住の方・初めての方を優先します）。

①温泉と日本人　日本人と温泉の関わりを、歴史・文化などの視点から考えます。

　平成26年1月30日～3月27日の木曜日、全8回、午後1時30分～3時。40人。3月27日の館外学習は交通費などを自己負担。

②3・11を忘れないpart Ⅲ　市の災害対策について、行政や市民活動、企業の立場から考えます。

　2月18日（火）・19日（水）・25日（火）・26日（水）、3月4日（火）、全5回、午後2時～3時30分。40人。

③大人の社会見学　市内の企業3社を訪問して、現場で働く方を講師に「ものづくり」の精神を学びます。

　3月11日（横浜ゴム）・18日（日産車体）・25日（古河電気工業）の火曜日、全3回、午後1時30分～4時。30人。

募：必要事項・講座名を、はがき（1枚につき1講座）または直接、1月15日（水）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。



女流棋聖戦


　ホテルサンライフガーデン（榎木町9-41）。先着順。

①前夜祭　立食パーティーなど。参加者5～6人で1組の連碁指導碁もします。

　平成26年1月22日（水）午後5時40分～8時30分。80人。男性3500円・女性3000円・高校生以下2000円。団体割引（5人以上で一人500円引き）もあります。

②大盤解説会　23日（木）午後1時～4時。200人。

募：必要事項・年齢・イベント名（①を団体で応募の場合は全員の氏名・年齢と連碁指導碁希望の有無も）を、往復はがきで、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



囲碁を知らない人のための教養講座


　初心者のための教養講座を開催します。囲碁の楽しさに触れてみませんか。

　平成26年2月22日（土）午後2時～4時30分。中央公民館。150人（先着順）。武宮正樹九段の講演や吉原（旧姓・梅沢）由香里五段の囲碁教室など。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



婚活セミナー・イベント


①トレンドセミナー　男女別々に講義を受けた後、テーブルマナーを合同で学びます。平成26年1月11日（土）。7000円（②も参加する方は6000円）。

②体験ツアー　パークゴルフ体験や湘南平散策、交流会など。1月19日（日）。男性8000円。女性6000円。

　詳しくは湘南ウエディングサポートのウェブをご覧ください。

募：湘南ウエディングサポート　電話：0463-68-4002



わんこそば全日本大会


　友好都市の岩手県花巻市で開催される、わんこそば全日本大会に平塚市代表として参加してみませんか。

　平成26年2月10日（月）午前8時に平塚発、11日（祝）夜に帰着。市内在住・在勤・在学の中学生以上で構成する3人1組、1チーム（抽選）。過去に出場した方は応募できません。一人1万5000円。

募：1月8日（水）までに、文化・交流課　電話：0463-25-2520へ。



ビジネスプラン


　「Hiratsuka　フレッシュビジネス」として優秀な事業計画を認定し、資金・経営面で支援します。

　①平成24年4月1日以降に市内で起業②平成25年度中に市内で起業することを目指し、技術・製品開発などをしている。①または②に該当し、事業内容を所定の事業計画書にまとめ、説明できる方。

　詳しくは公民館や図書館にある応募要領や市ウェブをご確認ください。

募：事業計画書を、郵送または直接、平成26年1月15日（水）までに、西附属庁舎2階の産業振興課　電話：0463-21-9758へ。



県央・湘南地域の鉄道整備を考える講演会


　寒川町倉見地区の東海道新幹線の新駅設置に向けた講演会です。「近未来の広域的交通ネットワークの姿と神奈川県域の地域ポテンシャル」がテーマです。

　平成26年1月17日（金）午後1時30分～3時30分。茅ケ崎市民文化会館（茅ケ崎1-11-1）。350人（抽選）。

募：電話で、1月14日（火）までに、県環境共生都市課　電話：045-210-6038へ。県ウェブからも応募できます。



八幡山の洋館を題材にした絵画・写真


　平成26年3月7日（金）～16日（日）、午前9時～午後9時30分（16日は午後3時まで）に旧横浜ゴム平塚製造所記念館（次写真）で展示します。

　市内在住・在勤・在学の小学生以上の方。一人1点。八幡山公園内に移築された後の同館を題材にした、未発表の大型事業の進行状況作品。ガラス表装は不可。

①絵画　10号までで額・仮額などで展示できるもの。

②写真　A4または半切～全紙。組写真はA4または半切。パネルまたは額装。

募：豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522や市ウェブなどにある申込書を、郵送・ファクスまたは直接、1月31日（金）までに、同課へ。作品は2月3日（月）～28日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に直接、同課へ。

[image: 旧横浜ゴム平塚製造所記念館]



こども年賀状とおとな絵手紙展の作品など


　平成26年1月7日（火）～13日（祝）に、年賀状と絵手紙を美術館で展示します。

①作品　年賀状と絵手紙。絵手紙のテーマは「新春」。年賀状は小・中学生に限ります。

②ボランティアスタッフ　展示作業・会場装飾・案内など。平成25年12月26日（木）・27日（金）、平成26年1月4日（土）・5日（ 日）・7日（ 火）～13日（祝）、午前9時30分～午後5時。1日でもできます。高校生以上の方。

募：①は作品の宛名面に氏名・学年（サークルに所属している方はサークル名も）を記入し、郵送または直接、1月3日（金）までに、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ②は必要事項・年齢・メールアドレス・ファクス番号・活動できる日を、はがき・ファクス・メールで、同館へ。




大型事業の進行状況

市役所の新庁舎建設工事


　新庁舎建設事業は、平成26年5月の1期工事完成に向けて工事を進めています。

　建設現場では、工区を西からA・B・Cの3つに分けて施行中です。現在、A工区では柱、梁（はり）、床などの躯体（くたい）工事がほぼ完了しました。B・C工区では地上部分の躯体工事が進められています。今後はそれぞれの工区で、順次内外装などの仕上げ工事をしていきます。

問：庁舎管理課　電話：0463-21-9608

[image: 市役所の新庁舎建設工事]



市民病院の整備事業


　汚染土対策工事や新棟基礎工事のため、支持材などで土を押さえる山留工事をしています。

　年明けには、新棟建築工事範囲にある正面玄関を解体し、南側に仮設ロータリーを設置します。工事により、ロータリーの出入口や玄関の位置が変わります。

問：改築推進室　電話：0463-32-0015




[image: 箱根駅伝で温かい声援を送りましょう！東海大学・神奈川大学が出場します]

　東京・大手町～平塚～箱根・芦ノ湖間を往復（217.9キロメートル）する東京箱根間往復大学駅伝競走が、平成26年1月2日（木）、3日（金）に開かれます。今回は、市内にキャンパスがある東海大学と神奈川大学が出場します。温かい声援を送りましょう。

平塚中継所　先頭通過予想時刻

往路…1月2日午前11時ごろ

復路…1月3日午前10時ごろ




頑張れ！東海大学

　『湘南の暴れん坊』と言われた東海大学が、2年ぶりに箱根駅伝に帰ってきます。惜しくも出場を逃し、涙をのんだ1年前。その思いを胸に10月19日の予選会に挑みました。結果は3位通過で、見事、本大会出場を決めました。次はシード権獲得という目標を掲げ、箱根路を走ります。

　実力のある1年生が加わったことにより、チームの底上げができた今回。例年に比べ、核となる選手はいませんが、総合力で勝負できるチームになりました。予選会では出場選手の半数が1年生でした。勢いはありますが、実戦経験が乏しいという不安材料もあります。それを補うため、地道に練習量を確保してきました。

　両角（もろずみ）速監督は「悔しい思いをしたこの1年。選手はそれぞれの思いを胸に箱根駅伝を走ります。東海大学らしい爽やかな走りをしますので、沿道やテレビの前で温かいご声援をお願いします」と意気込みを語ってくれました。

[image: 箱根駅伝に向けて練習に励む東海大学陸上部]

箱根駅伝に向けて練習に励む東海大学陸上部




目指すはシード権！神奈川大学

　大後（だいご）栄治監督からのコメント

　今年の目標はシード権獲得です。チームの状況としては、選手層の薄さに課題はあります。箱根駅伝予選会を皮切りに、少しずつではありますが、力を発揮することができています。この1年はスピード駅伝に対応するべく、エース育成と走る身体を作るための基本を徹底してきました。

　柿原聖哉（3年）、我那覇（がなは）和真（2年）のダブルエース格を中心に、往路では上位に食らいつき、復路では神大らしい走りで、粘って粘って粘りたいと思います。2週間後の本大会に向け、現在のところ大きな故障者はいませんが、欲をかかずに最後の調整をしたいと思います。下級生中心のチームですが、失敗を恐れず、果敢に挑戦していきます。温かいご声援をよろしくお願いします。

[image: 大後（だいご）栄治監督]




お知らせ


家電などの廃棄や大型ごみの持ち込み


　家電リサイクル法の対象になる家電6品目（電気冷蔵庫・電気冷凍庫・エアコン・テレビ・電気洗濯機・衣類乾燥機）やパソコン・オートバイはごみ集積所には出せません。有料です。詳しくは「分け方・出し方」のチラシや市ウェブなどでご確認ください。

　たんすや布団などの大型ごみも、循環型社会推進課に引き取りを連絡するか、処理施設に直接、持ち込んでください。いずれも有料です。

問：循環型社会推進課　電話：0463-21-8796



平成26年成人式


　式典、アトラクションでは中学校の恩師からのビデオレターやミス・ミスターコンテストなどがあります。

　1月13日（祝）午前10時40分～午後0時30分。総合体育館。平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれの、市内在住の方または市内に住んだことがあり、参加を希望する方。

問：青少年課　電話：0463-32-7029



元日は平塚八幡宮前の国道1号が横断できます


　大門通りから平塚八幡宮（浅間町1-6）へ続く参道を歩いてみませんか。七夕太鼓や出店なども予定しています。

　平成26年1月1日（祝）午前9時～午後4時。

　国道1号の混雑状況によっては横断できません。

問：崇善地区自治会連絡協議会会長の八田　電話：0463-21-2658



初日の出を見る会


　新年の幕開けを湘南ひらつかビーチパーク（高浜台33-1）で迎えませんか。七夕太鼓の演奏を聴きながら、新年を祝います。

　平成26年1月1日（祝）午前5時～7時30分。小雨決行。湘南ひらつかビーチパーク。

問：湘南ひらつかビーチセンター　電話：0463-23-4781





工業統計調査をします


　製造事業所を対象に12月中旬から、調査員が訪問します。ご協力をお願いします。

問：行政総務課　電話：0463-21-9754



温水プールの利用を一時休止します


　定期点検などのため、平成26年1月14日（火）～2月4日（火）は総合体育館温水プールが利用できません。

問：総合公園課　電話：0463-35-2233




年末年始　市の主な施設の休館日

[image: 年末年始　市の主な施設の休館日]

休日・夜間急患診療所は休日や夜間、年末年始に体の具合が悪くなったときはに掲載

※市役所：12月28日は正午まで、土曜開庁で住所異動の手続きなどができます。地区公民館：市民窓口センター業務は1月5日も休みです。青少年会館：12月28日と1月4日は午前9時〜午後5時。駅前市民窓口センター：12月28日と1月4日、5日は午前9時～午後5時。市民活動センター：12月28日は午後5時まで。西部福祉会館：12月28日は正午まで。



健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


配食サービス事業の委託業者を募集します


　高齢者に栄養バランスのとれた夕食を配達し、安否確認をする配食サービスの事業所を募集します。詳しくは市ウェブをご確認ください。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



障がい者の義肢・装具などの相談


　診断、仮合わせ、完成と3回程度通っていただきます。本人が来場してください。身体障がい者手帳・印・使用中の補装具。

　12月26日、平成26年1月30日、2月27日、3月27日の木曜日、午後1時～3時30分。県合同庁舎別館（西八幡1-3-1）A・B会議室。18歳以上で身体障がい者手帳を持っている方。

募：前日までに障がい福祉課　電話：0463-21-8774　FAX：35-5770へ。



認知症サポーター養成講座


　認知症への知識と対応方法を学び、認知症サポーターとしてできることを考えます。

　平成26年1月18日（土）午前10時～11時30分。伸生会（御殿2-17-42）。市内在住・在勤の方20人（先着順）。筆記用具。

募：高齢者よろず相談センターごてん　電話：0463-31-6957



家族介護者教室


　水やオイルを使わずに手で頭をもみほぐすドライヘッドスパで、眼精疲労・頭痛・肩こりなどの症状を改善する方法を学びます。

　平成26年1月22日（水）午後2時～4時。土屋公民館（土屋1864-1）。市内在住・在勤で介護をしている方ら30人（先着順）。

募：TCS　電話：0120-720-294



運動で骨折予防


　市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。プールを含め年度内3回まで応募できます。先着順。

転倒骨折予防教室

　室内用運動靴・飲み物・タオル。動きやすい服装でお越しください。

　①平成26年1月15日～2月26日の水曜日、全7回、午前10時～正午。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。15人②1月16日～2月27日の木曜日、全7回、午前10時～11時30分。キッツウェルネス平塚（代官町1-16）。20人③1月17日～2月28日の金曜日、全7回、午前10時～正午。ニチイケアセンター（宝町3-1）。15人④1月24日～3月14日の金曜日、全7回、午前10時～11時30分。レオスイミングスクール平塚校（平塚5-22-18）。15人。

プールで転倒骨折予防教室

　体力が低下したと思う方は、水中運動をして体力を向上させましょう。

　⑤1月16日～3月20日の木曜日、全9回、午前9時～11時。レオスイミングスクール平塚校（平塚5-22-18）。30人。水着・水泳帽・タオル・印（初回だけ）。

募：①は平成25年12月24日（火）午前9時から福祉会館　電話：0463-33-2333②は23日（祝）午前9時からキッツウェルネス平塚　電話：0463-24-7997③は23日（祝）午前9時からニチイケアセンター湘南神田　電話：0463-51-4561④⑤は24日（火）午前10時からレオスイミングスクール平塚校　電話：0463-34-3575へ。

[image: みんなで楽しく運動しましょう]

みんなで楽しく運動しましょう



くすの木体操講習会


　楽しく健康づくりをして転倒を予防し、健康寿命を延ばしませんか。

　平成26年1月17日（金）午後1時30分～3時。横内公民館（横内2506）。飲み物・汗ふきタオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



歯科健康教室


　口臭の予防法、実践編。希望者は口臭を判定します。

　平成26年1月29日（水）午後1時30分～3時。保健センター。

募：健康課　電話：0463-55-2111



健康ウオーキング


　神川橋を渡って寒川神社などを巡ります。

　平成26年1月15日（水）午前9時30分～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は16日（木）に延期。16日も50パーセント以上の場合は中止。神田公民館（田村3-12-5）集合・解散。約7キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具。お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111

[image: 健康ウオーキング]



健康教室　健診で血糖値注意といわれたら


　教室終了後に、希望者は血管年齢を測ります。

　平成26年1月23日（木）午後1時30分～3時。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。

募：健康課　電話：0463-55-2111




休日や夜間、年末年始に体の具合が悪くなったときは


　休日・夜間急患診療所（東豊田448-3）で応急処置が受けられます。保険証を必ずお持ちください。12月29日（日）～平成26年1月3日（金）は、休日と同じです。

　1月4日（土）は内科・小児科・外科の診療を休日と同じ時間帯で実施します。

診療科目

　【休日の昼間】　眼科（原則第2・4日曜日）・耳鼻咽喉科（原則第2・4日曜日、12月30日、1月1日）・内科・小児科・外科・歯科。【夜間】　外科（土曜日と休日）・内科・小児科。

受付時間

　カッコ内は診療開始時間です。【休日の昼間】　午前9時（9時）～11時30分。歯科は午前9時30分（10時）～11時30分。午後1時30分（2時）～4時30分。【夜間】　午後7時（7時）～10時30分。

問：休日・夜間急患診療所　電話：0463-55-2145（医科）　電話：0463-55-2176（歯科）。受付時間以外は消防署のテレホンガイド　電話：0463-21-3340へ。


[image: 休日や夜間、年末年始に体の具合が悪くなったときは]


[image: 子どもの健康1月]


　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55−2111




◆育児相談

　8日、15日、22日の水曜日。午前9時30分～10時30分。




◆母親父親教室

　妊娠8カ月以降の方とご家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方、呼吸法など　17日（金）午後1時30分～3時15分。

★赤ちゃんのお風呂、妊婦体験　25日（土）午後1時30分～3時30分。

★クッキング教室（予約制）　18日（土）午前10時30分～午後0時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　22日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。




◆歯科健康診査（予約制）

　15日（水）午後1時～2時30分。30日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆離乳食教室（予約制）

★5～6カ月児　29日（水）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　10日、31日の金曜日、午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　24日（金）午前10時30分～11時30分。

★ダイジェスト版離乳食教室

　離乳食の開始から卒業までのポイントを解説します。25日（土）午前10時30分～正午。5カ月児～1歳6カ月児。




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　14日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。




帰宅困難者の対策訓練


　市内で大規模災害が発生した場合、公共の施設だけでは帰宅困難者全てを受け入れる事が困難なため、対策訓練をします。相模湾を震源とする強い地震を想定し、JR平塚駅構内から一時滞在施設の梅屋（紅谷町5-20）や保健福祉事務所（豊原町6-21）などへ移動します。

　平成26年1月23日（木）午前10時～正午。市内在住・在勤の方100人（先着順）。

募：必要事項を、はがき・電話・ファクス・メールまたは直接、消防庁舎2階の災害対策課　電話：0463-21-9734　FAX：21-9607　メール：saigai@へ。


[image: 帰宅困難者の対策訓練]

駅構内から歩いて避難施設へ


スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


サッカー教室を開催


　湘南ベルマーレスポーツクラブのコーチが指導します。馬入ふれあい公園人工芝サッカー場。小雨決行。先着順。

親子サッカー教室

　午後3時10分～4時10分。市内在住の4～5歳の未就学児とその保護者（2人1組）。各30組。①水曜日コース　平成26年1月15日～3月5日（予備日3月12日）、全8回②金曜日コース　1月17日～3月7日（予備日3月15日）、全8回。

レディースサッカー教室

　1月17日～3月7日（予備日3月15日）の金曜日、全8回、午前10時30分～正午。市内在住・在勤の18歳以上の女性30人。

未就園児親子サッカー教室

　1月15日～3月5日（予備日3月12日）の水曜日、全8回、午前10時30分～11時30分。市内在住の2～3歳の未就園児とその保護者（2人1組）30組。

募：参加者全員の必要事項・年齢・ファクス番号・教室コース名を、ファクスまたはメールで、12月20日（金）午後1時から、馬入ふれあい公園　電話：0463-24-1137　FAX：25-0106　メール：banyuu-soccer-ground@mf.scn-net.ne.jpへ。

[image: 芝生の上でボールを追い掛けよう]

芝生の上でボールを追い掛けよう



スポーツ優秀選手表彰の候補者を募集


　平成25年に開かれた全国的なスポーツ競技会で、優秀な成績を収めた、大会当時、市内在住の選手・団体を表彰します。

　全国大会とは、国または全国的な競技団体が主催する大会で①予選会を勝ち抜く②標準記録突破などの条件を満たす③県など上部団体から推薦を受ける、などした個人または団体が出場権を得られる大会です。

　国際大会では、特定の国・チームとの交流目的の大会は表彰対象となりません。

　対象は①国際大会で優勝または準優勝②全国大会で優勝③その他同等の実績であると市長が認めた、個人または団体です。団体は、大会当時、市内在住の監督、選手だけ表彰します。

募：〒254-0074大原1-1平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060や市ウェブにある推薦書に、該当大会の要項・記録を添えて、郵送または直接、平成26年1月7日（火）までに同課へ。



[image: 大神スポーツ広場の有料化と軟式庭球場の利用方法を変更]

　①平成26年4月1日から大神スポーツ広場（野球場・サッカー場）を有料化します。新しい料金は1コマ2時間、500円（市外登録の団体は1,000円）。

　②4月1日から市立軟式庭球場（田村9-25-1、次写真）の受付方法を変更します。利用料金は利用日当日の支払いとなります。桃浜町庭球場（桃浜町34-18）・総合公園テニスコート（大原1-1）は変更ありません。

　受付方法

仮予約　公共施設予約システムで、抽選予約または空き予約をしてください。

本予約　締切日までに各窓口で利用申請手続きをしてください。利用申込書を発行します。

利用承認　利用日当日に利用申込書を持参し、①は大神スポーツ広場管理棟②は軟式庭球場受付窓口で利用承認手続きを行い、利用料金をお支払いください。

　本予約後に無断キャンセルをすると無断キャンセル1回につき、翌々月1日から1カ月間は利用できません。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060

[image: 大神スポーツ広場の有料化と軟式庭球場の利用方法を変更]



お知らせ掲示板



湘南のクリスマス☆ステンドグラス展

　ステンドグラスやとんぼ玉を展示します。

　12月18日（水）～23日（祝）、午前11時～午後5時（23日は午後4時まで）。元麻布ギャラリー平塚（明石町1-1）。

問：西山ステンドグラス工房の西山　電話：0463-21-3158




アート作品合同展

　湘南地域を拠点に活動している作家たちの合同展です。シーグラスアートや籐（とう）工芸品の展示などをします。

　平成26年1月16日（木）～21日（火）、午前10時～午後5時（21日は午後3時まで）。市民プラザ。

問：Art-Meuseの鈴木　電話：0463-34-2195




平塚フィル　ウインターコンサート

　ストラビンスキー「火の鳥」などをオーケストラで演奏します。

　12月22日（日）午後2時～4時。市民センター。1000円。

問：平塚フィルハーモニー管弦楽団　電話：080-3095-3763



利用方法


　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。会員や受講者の募集は対象外です。

　また掲載対象は、市内で活動する個人または団体です。申込者または申込団体の代表者が市内在住に限ります。

　受付は、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日の午後5時です。なお、月末最終日が休庁日の場合は、それ以降市役所が最初に開庁する日の午後5時までです。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。

[image: 利用方法]



[image: まちの話題写真リポート]



火災に備えて

　平塚駅南側で11月7日、神奈中グランドホテル平塚と消防関係機関による連携訓練がありました。

　ホテルの6階から出火し、火災が発生した状況を想定。はしご車からの放水や、負傷者を救出・搬送する訓練を行いました。

　この訓練には、消防関係機関やホテル関係者合わせて約150人と、はしご車やポンプ車などの消防車両計9台が参加しました。訓練後、小林節太郎市消防長は「ホテル火災は被害が甚大になることも多い。日頃の備えが大事」と語り、気を引き締めていました。

[image: 火災に備えて]
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練習の成果を披露

　福祉会館で11月28日～12月2日、福祉まつりが開かれました。会場では模擬店や福祉施設の利用者が作った作品などが展示されました。

　中でも目を引いたのが福祉会館の利用団体による発表です。日本舞踊がステージ上で披露されると、訪れた人たちから大きな歓声が上がりました。

[image: 練習の成果を披露]




それでも前を向いて

　Shonan BMWスタジアム平塚で12月7日、湘南ベルマーレの今季J1最終戦がありました。ホームで意地を見せたいベルマーレでしたが、0−1で大宮に惜敗。試合後、キャプテンの永木亮太選手は「1年間貫いた湘南スタイルに後悔はない。成長してJ1に戻ってきたい」と語り、スタンドを盛り上げました。

[image: それでも前を向いて]




本場の味を平塚で

　市民プラザで11月14日～17日、平塚市の友好都市である岐阜県高山市・岩手県花巻市・静岡県伊豆市の三市合同物産展「秋の味覚市」が開かれました。会場には、漬物や朴葉（ほおば）みそ、ワイン、ワサビなど各市自慢の食材がズラリと並びました。実演販売なども充実し、たくさんの人でにぎわいました。

[image: 本場の味を平塚で]




元気にダンス

　総合公園で11月16日・17日、JA湘南でてこいまつりが開かれました。野菜の即売など、毎年多くの催しがあります。ステージでは、「ベジ太のうた」を手がけたミック入来（いりき）さんと、金田保育園の園児たちが歌に合わせてダンスを披露。集まった保護者は、子どもたちの晴れ姿を笑顔で写真に収めていました。

[image: 元気にダンス]




地域づくりの第一歩

　中央公民館で11月7日、ひらつか地域づくり市民大学の最終回が開かれました。

　湘南NPOサポートセンターと市の協働事業として、5回シリーズで開催。自治会やボランティア活動に携わっている方など約30人が受講し、地域の課題解決などを図るコーディネーターの役割を学び合いました。

[image: 地域づくりの第一歩]




市長こらむ


町内福祉村で出張販売


　少子高齢化や買い物環境の変化などにより、買い物に行きたくても行けない、「買い物困難者」の問題があります。

　平塚市でも、「身近な場所で買い物がしたい」「車や自転車での買い物が難しい」「商品を直接見て購入したい」といった話を、市民と市長の対話集会「ほっとミーティング」などでよくお聞きします。そこで、現在、福祉会館などで実施している、宅配可能な商店の情報をまとめた冊子の提供に加え、地域での出張販売を今月から試行しています。

　場所は、町内福祉村「おかざき鈴の里」（岡崎5928・電話：0463-58-8789）です。町内福祉村は地域の支え合いの拠点で、現在市内に13カ所あります。岡崎地区は高齢化率が城島地区に次いで市内で2番目に高く、一人暮らしの高齢者が90人いらっしゃいます。

　販売日時は来年3月までの毎月第1・第3火曜日、午後0時30分～2時です。販売者はJA湘南大型農産物直売所「あさつゆ広場」で、販売品は新鮮な野菜や農産物加工品などです。今回の試行に当たり、市の産業振興部と福祉部の職員が連携し、さまざまな方法を検討してきました。

　お伺いした日は、取れたての地場産野菜の人気が高く、始まって間もなく売り切れになるほどでした。

　今後、こういった試行の成果を検証しながら、地元の商店などに参加を呼び掛けるとともに、他地区での実施や販売品の拡充を進めていきたいと考えています。

　今年、日本経済新聞社が実施した「全国市区『高齢化対応度』調査」で、平塚市は「生活支援・予防」部門で9位（県内1位）、総合では102位（政令市を除いて県内1位）と高い評価をいただきました。

　こうした買い物支援を、高齢者の外出機会の創出、町内福祉村の理解、地域産業の活性化などにつなげていくことで、さらに高齢者に優しい地域づくりを進めていきたいと考えています。


[image: 町内福祉村で出張販売]



平塚市長

[image: 落合克宏]




[image: 減災ノススメ]


vol.9　命を守るJアラート



　Jアラート（全国瞬時警報システム）は、緊急地震速報や津波警報、ミサイル発射情報をはじめ、緊急性の高い情報を、防災行政用無線などを通じて瞬時に住民に伝達するシステムです。

　災害から身を守るには、いち早く情報を入手して避難することが大切です。放送内容の文面や警報音は市ウェブで視聴できますので、確認しておきましょう。

問：危機管理課　電話：0463-21-9863




次回納期の市税・手数料



①市県民税（第4期）

②国民健康保険税（第7期）

③後期高齢者医療保険料（第6期）

④介護保険料（第7期）

⑤清掃し尿従量手数料（第9期）

⑥清掃し尿定額手数料（第3期）

納期最終日　1月6日（月）

問：①納税課　電話：0463-21-8769

②保険年金課　電話：0463-21-8775

③保険年金課　電話：0463-21-9768

④介護保険課　電話：0463-21-8790

⑤⑥循環型社会推進課　電話：0463-21-8796




がんばれ湘南ベルマーレ



雪辱を誓って

　健闘及ばず、J2への降格が決まってしまったベルマーレ。それでも、全力で走り続ける攻撃的なサッカーは、J1で確かなインパクトを残しました。再昇格を目指すチームを来季も応援しましょう！！




広報ひらつかについて


多くの方に読んでいただくために、広報ひらつかは全戸配付しています。次号発行日は1月3日（金）です。


広報ひらつかについてのお問い合わせ


平塚市企画政策部秘書広報課


〒254-8686　平塚市浅間町9-1


電話：0463-21-8761


FAX：0463-21-9613




広報ひらつかが届かない場合


お問い合わせは、

（有）ミッド

電話：0120-350311（受け付け：月～金曜日、午前9時30分～午後5時）へ




電子書籍版広報ひらつかのダウンロードページ

平